
 

（証）AF と DC の交点をＪ，AHと BC の交点を K とする。 

仮定より，2（長方形 AGIG）＝（長方形 AGIG）であるから 
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②，③を①に代入すると 
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 ∴2AB・AD＝JC・KC･･･④ 

ここで，正方形 ABCD とひし形 ABCDの面積は等しいから 
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2
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これを④に代入すると AC2＝JC・KC 

 ∴AC：JC＝KC：AC･･･⑤ 

△CAJ と△CKA について，⑤が成り立ち， 

∠ACJ＝∠KCA（＝45°）であるから 

△CAJ∽△CKA･･･⑥ 

（2 組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しい。） 

よって，∠FAH=∠FAC＋∠CAH＝∠JAC＋∠CAK 

＝∠JAC＋∠CJA（∵⑥より） 

＝∠ACD＝45°■ 
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